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広岡　守穂　氏からひとこと
「学びと活動」
学びは活動への最初のステップである。
公民館、女性センター、あるいは自治体が主催する女性リーダー養成講座など、そういった学習機会
をステップにして、実際に仕事をおこしたり活動をはじめたりした女性がたくさんいる。まちおこしの
研究会から食品加工業の仕事をおこした農業女性グループ、子育て中に公民館の講座に参加したことが
きっかけになって、いまはフリーライターになった主婦………、いろいろな女性やグループをわたしも
知っている。
学ぶ方だけではない。
教える方にとっても、生涯学習の場で教えることは、非常に裨益するところの多い、重要な、得がた
い、ステップアップのための機会である。
だいぶ前になるが、公民館で近代日本史について講義したことがある。たまたま日中戦争の話しに
なった。すると受講者から手が上がって、「わたしはちょうどその戦線にいました。わたしの経験では、
実際には………」と、その人は自分の経験を語りはじめた。わたしは学ぶ側になってその人の体験談に
耳を傾けたものだった。歴史の生き証人の証言に立ち会っている思いだった。こういうことがあるから
大学の教壇に立つときより、実は生涯学習の方がずっと緊張する。目を開かれる体験が何度もあった。
論文のテーマを見つけたことさえある。
社会活動や仕事をしている人にとっては、講師に呼ばれることは、自分たちの活動を知ってもらった
り、仕事の幅を広げる絶好の機会である。女性センターでＤＶに関する講演会を開催するとする。する
と聴講者の中から、自分も活動に参加したいという人があらわれる。それは仲間の輪を広げるための大
切な機会になるわけである。
いやそれだけではない。実質的に問題解決の機会にもなる。会場にはＤＶ被害を受けている女性が
やってくる。そして講師の話が一段落したら、「こういう場合はどうなんでしょうか……」と質問するか
もしれない。まるでひと事のような顔をしていても、実はそれは自分自身の悩みなのである。そうする
とかたちは「講演」でも、実質的には「相談」の機能をはたしているわけである。
学ぶものが教え、教えるものが学ぶ。そして学ぶものも教えるものも、エンパワーメントのステップ
を踏んでいく。そんなダイナミックな相互作用の実態を、ぜひ（国立女性教育会館で）どしどし展開し
てほしいと思う。
プロフィール
現 職 中央大学法学部教授
東京大学法学部卒。中央大学法学部助手、助教授をへて現職。ＮＰＯ推進
ネット理事長、男女共同参画会議専門調査会委員、神奈川県男女共同参画
審議会委員など。1991年ベストメン賞を受賞。
専門分野 政治学（現代日本政治論、日本政治思想史）
主な著書 「よくわかる自治体の男女共同参画政策」〈共著〉（学陽書房：2001年）
「父親であることは哀しくも面白い」（講談社：2001年）
「女たちの自分育て」（講談社：2001年）
「近代日本の心象風景」（木鐸社：1995年）
「妻が僕を変えた日」（フレーベル館：1992年）
「男だって子育て」（岩波新書：1990年）
「ポストモダン保守主義」（有信堂：1988年）
「豊かさのパラドクス」（講談社現代新書：1986年） 外　多数
平成15年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』について
－3－
事業予告・募集
女性学・ジェンダー研究フォーラム
ヌエック2003・全国交流フェスティバル
参加の募集
平成15年8月22日ª～24日∂の間、2泊3日で「平成15年度女性学・ジェンダー
研究フォーラム」を開催します。
今年の主題は「21世紀の男女平等・開発・平和　―わたしの権利」です。基調講演
「日本の女性学・女性運動」の講師に井上輝子氏（和光大学教授）、続くパネルディス
カッションでは、パネリストに井上輝子氏、宮地光子氏（弁護士）、山下泰子氏（日本
女性差別撤廃条約NGOネットワーク代表世話人／文京学院大学教授）をお迎えし、主催
者提供プログラム「わたしから始まる女性の権利」を開催します。また、全国から応募
した102件の自主企画ワークショップ（テーマワークショップ、自由ワークショップ）
と企画委員・国立女性教育会館によ
るワークショップを実施します。こ
のフォーラムは、「わたしの権利」と
はどのようなものなのか、またこれ
らの権利を取り巻く現状と課題を考
える機会の提供を目的としています。
国立女性教育会館のホームページ
又は郵送にて参加を受付けています。
お問い合わせは、事業課まで。
11月7日ª～9日∂の2泊3日、「つどおう・かたろう・わになろう　－男女共同参
画社会をめざして－」をテーマに、さまざまな学習・活動をしている人々がつどい、そ
れぞれの想いをかたり、気づきの機会とし、ネットワークを広げることをめざして「ヌ
エック2003・全国交流フェスティバル」を開催します。
主なプログラムは、主催者提供の「全体交流プログラム」、全国から応募のあった「自
由企画プログラム」、フェスティバル実行委員の企画による「テーマ別討論」です。
自由企画プログラムは、日頃の学習及び実践活動の報告・発表・展示など、参加者体
験型学習、ポスターセッション、楽器演奏・演劇・朗読などのステージ発表、茶道・手
づくり工芸・男の料理など実技体験、
作品・写真・資料・産直などの展示
等、テーマも形態も多様です。多く
の方のご参加をお待ちしています。
申込書の請求・問合せは、事業課
「フェスティバル係」まで。
昨年度の交流の夕べê
昨年のワークショップの様子ê
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事業予告・募集
事業の実施報告
研究紀要第８号論文募集のお知らせ
▲全体会で男女共同参画を進める
替え歌をみんなで合唱！
第8号（平成16年8月刊行予定）の投稿論文を募集します。テーマは「変わりゆく
『家族』と次代再生産」、締め切りは平成15年12月1日月曜日（必着）です。論文のほ
か、実践事例研究や研究ノートも募集しています。また、自由論題でも投稿できますの
で、ふるってご応募ください。
発表された論文から研究の輪がさらに広がることを期待して、掲載論文を報告する場
も設けています。今年は、ヌエックで開催される「女性学・ジェンダー研究フォーラム」
の一ワークショップとして、第7号掲載論文の報告会を実施します。（8月24日13時～
15時、於：研修棟101）。こちらへのご参加もお待ちしています。
詳細は、ヌエックのホームページもしくは研究国際室までお問い合わせください。
ヌエックホームページアドレス
http://www.nwec.jp/（「新着情報」からお入りください）
研究国際室紀要第8号担当係 TEL 0493 －62 －6711（内線2304、2306）
6月3日∏～6日ªの間「多様なキャリ
アが社会を変える」をテーマに、「女性
関連施設職員のためのセミナー」を開催
しました。本セミナーは、昭和52年の会
館創設以来実施しており、女性関連施設
職員として専門的・実践的な研修を通し
て資質向上を図り、男女共同参画社会の
形成をめざした生涯学習を促進すること
を目的としています。27回目の今回は、
就任2年未満の館長・職員127名が参加
しました。
プログラムは、講演「多様なキャリアが社会を変える」、講義
「統計で見る女性と男性の現状」等、今日的課題についての講義の
ほか、講義「女性関連施設の役割と職員」「男女共同参画の視点を
身につける」、講義・体験学習「女性関連施設職員に必要な専門的
知識・技術を身につける」「女性のエンパワーメントをめざしたプ
ログラム」「男性の地域や家庭への参画促進をめざしたプログラ
ム」「子育て支援をめざしたプログラム」「女性関連施設における
情報サービス」をテーマとした4つの分科会等、課題解決に向け
た専門的・実践的研修をその内容としました。
女性関連施設職員のためのセミナー
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平成15年度ヌエック（国立女性教育会館）
公開シンポジウム
子育てネットワーク研究交流協議会
「子育てネットワーク in ヌエック」
事業の実施報告
今年度、子育てネットワークの意義と役割を確認し、その課
題について全国的な情報交換及び研究協議を行う「子育てネッ
トワーク研究交流協議会」を全国4地域で開催します。
6月28日º～29日∂は、国立女性教育会館を会場として「子
育てネットワーク in ヌエック」を実施しました。参加者は、1
泊2日の研修に109名、公開プログラムに152名、参加者の子ど
もが51名、計312名でした。
28日は、シンポジウム「子育てネットワークが切り拓く可能性」4つの分科会（Ａ「『子育て応
援』時代の当事者ニーズを考える」Ｂ「子育てネットワークを育てるには」Ｃ「子育てネットワー
クの先進事例から学ぶ」Ｄ「男女共同参画の視点での子育て支援とは」）親子プログラム（ホタル
鑑賞）が行われました。29日は、テーマ別討論（ø「市民と行政の協働」¿「子育て支援と学校・
幼稚園・保育所との協働」¡「地方都市や人口減少地域での子育て支援」）・ワークショップ（ø
「インターネットを活用した子育てネットワーク」¿「子育てネットワーク・スキルアップセミナ
ー」¡「お母さんのはぁとタイム体験」）、全体会「子育
てネットワークが奏でる響同」でした。また、大人のプ
ログラムと平行して、子どもプログラム（体育館で遊ぼ
う、世界の料理）・保育が行われました。子育てネット
ワーク・子育て支援団体・行政等の関係者が集まり、活
発な協議が行われました。
今後は、ヌエックと子育て支援団体・ＮＰＯが共催し、
11月１日º～2日∂には福岡県で、11月22日º～23日
∂には東京都で、12月13日ºには大阪府で実施する予
定です。たくさんの方の参加をお待ちしています。
平成15年6月27日ª、国立オリンピック記念青少年総合セ
ンター国際会議室において「日韓女性の生涯学習／平生学習
－自己実現と社会参画のために」をタイトルに、公開シンポ
ジウムを行いました。女性の生涯学習とエンパワーメントを
テーマとして、平成12年から韓国女性開発院（KWDI）と実
施してきた共同研究の成果を公開するためのものです。
原ひろ子（放送大学教授）、キム・ジェイン（KWDI主任研
究委員）の基調講演に続き、シンポジウムを行い、両国の分
析結果を報告しました（コーディネーター：原ひろ子、報告者：クァク・サングン梨花女子大学
校副教授、ヤン・エギョンKWDI研究委員、伊藤眞知子東北公益文科大学助教授、渡邊洋子京都
大学大学院助教授、高橋由紀本会館研究員、コメンテーター：チョン・セファ梨花女子大学校名
誉教授）。
生涯学習は、両国の女性にとって「自分に力をつける」という意味でのエンパワーメントに結
びついているものの、つけた力を社会に還元する点では課題が残るということが確認されました。
会場からも多数質問が寄せられ、学習者層の特徴、生涯学習機関や行政からの支援のあり方など
について、日韓の共通点と相違点をめぐって議論がかわされました。
シンポジウムで答えきれなかった質問には、ヌエックホームページ上でお答えする予定です。
▲分科会の様子
▲シンポジウムの様子
ê
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子
平成14年度の合計特殊出生率（15から49歳までの女性の年齢別出生率を合計したもので、
一人の女性が仮にその年の年齢別出生率で一生の間に産むとしたときの子ども数に相当す
る）は1.32で最低を記録しました。少子化が進む中で子育て支援の重要性はますます大きく
なっています。昨年9月、政府がまとめた「少子化対策プラスワン」に基づいて、総合的な
推進体制を整備するために「次世代育成支援対策推進法案」が7月9日参議院本会議で可決、
成立しました。
「すべての子育て家庭への支援」や「男女ともに仕事と家庭が両立できる働き方」が新し
い柱として取り上げられており、男性の育児休業取得促進も必要とされています。全自治体
と301人以上規模の事業主に対して支援策や数値目標を盛り込んだ「行動計画」を策定する
ことが義務づけられ、成果が期待されます。「子どもを産み、育てやすい社会」に向けた取り
組みが始まったところです。実効性のあるものにしていく具体的方策が課題となります。
次世代育成支援対策推進法
ことばの基礎知識
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情報ネットワーク
女性関連施設の情報担当者が毎日の業務の中で出会う様々
な質問やその調べかた・回答のしかたなどをデータベースとし
て公開しているのが、「TICT女性情報レファレンス事例集」
です。
このたび事例検索画面をリニューアルし、「労働・社会保
障」「世帯・家族」など、「女性情報シソーラス」に準じたカテ
ゴリー別の検索ができるようになりました。また、「基本事例」
をピックアップして若葉マークを付けました。
近日中に新たな25事例の公開も予定されています。情報担当
の方だけでなく、女性情報に関心をお持ちの皆様は是非ご覧ください。
URLは http://www.nwec.jp/tict/indexconsult.htmlです。
「TICT女性情報レファレンス事例集」をリニューアル
「女性と家族に関する統計データベース」のリニューアル
ヌエックでは、女性及び家族の状況を把握する上で重要な日本の
統計をあらゆる分野にわたってとりあげデータベース化した「女性
と家族に関する統計データベース」を平成9年より提供してきまし
たが、このたび、平成14年度に行った調査研究に基づき「女性と男
性に関する統計データベース」としてリニューアル公開しました。
名称の変更は、日本の女性と男性の生活の全分野にわたる重要な
統計を、特に女性と男性を対比することを重視した形で提供するこ
とを目指しているためです。併せて、分野の見直し、表の形式の見
直し、関連統計機関等のリンク集の提供、意見交換の場として掲示板の設置等を行い、より
使いやすいものとなっています。男女共同参画社会形成のための基礎資料として、是非ご活
用ください（URL：http://www.nwec.jp）。
「女性と男性に関する統計データベース」の公開
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お知らせ
この度、99人まで御利用可能の研修棟
大研修室に個別空調設備を設置いたしまし
た。
ヌエックでは昨年4月から研修棟研修室
の夜間貸し出しを行ってまいりました。し
かしながら、夏・冬の一般的に冷暖房を必
要とする期間も含めて、夜間の利用時間帯
には空調の提供が不可能だったため、本館
エリアの研修施設にプログラムを振り替え
ていただいた御利用もあり、御不便をお掛けいたしました。
利用料金の変更はありません。夜間に大人数の研修を計画なさる際にはお役立てくだ
さい。
ヌエックボランティアは、今から25年前、昭和53年8月から活動が始まり、現在個
人53名、6団体（81名）が活動しています。4月には、長年会館ボランティアとして会館
の充実、発展等に貢献された方々に、感謝状の交付を行いました。
ヌエックでは、年2回、ボランティア活動の説明会を行っています。ここでは、dヌ
エックボランティアeの活動の概要説明やヌエックボランティアとしての体験発表を行
い、新たに活動をしてみたいという方に仮登録をしていただきます。そして、実際のさ
まざまなボランティア活動を体験して、活動を続ける場合はdヌエックボランティアe
として本登録をしていただきます。第1回は平成15年6月13日ªに行い、第2回は10月
を予定しています。あなたもdヌエックボランティアeとして御自分の可能性をひろげ
てみませんか。
平成15年7月18日ªに会館研修棟306で、
第2回連絡会議を開催しました。ヌエックボ
ランティア29名（仮登録者2名を含む）が事
務連絡後、会館職員と共に研修を行いました。
今回の研修は、女性のエンパワーメント支援
セミナーで使った協議の仕方を体験しながら、
「ヌエックボランティアとは」をテーマとし
た協議を行いました。
ボランティアコーナー
▲第２回連絡会議
大研修室に個別空調を設置
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●利用案内
ヌエックでは宿泊・日帰り別の利用申込受付期間を次のように定めています。
①宿泊利用：利用予定月の6ヵ月前から。②日帰り利用：利用予定月の3ヵ月前から（なお、利用内容や女性・男性の人数構成に
よっても取り扱いが異なりますので、詳細は別途御確認願います）。
このように、早くて6ヵ月先までの受付ですが、次の利用については例外を設けています。
①　全国組織の男女共同参画に寄与する団体が実施する事業である場合
②　国際的又は全国的な規模及びこれらに準ずる規模の事業であって、内容・主催組織等に公共性が認められる場合
③　行政機関又は教育機関が実施する事業であって、開催準備に相当の期間を有する必要があると認められる場合
全国組織の女性団体や高校、大学等のオリエンテーション事業等、上記に相当する団体及び事業を企画している場合には御相談に応
じていますので、お気軽にお問い合わせください。皆さまの御利用をお待ちしています。
※　休館日（平成15年8月～12月）
8月11日（月）・18日（月） 9月 1日（月）・ 8日（月） 10月14日（火）・20日（月）
11月 4日（火）・17日（月） 12月25日（木）・26日（金）
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食はご利用になれます。
B電話・FAX・e-mailによる申し込みの受付や利用相談なども行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等がご覧になれます。
【申し込み専用電話番号】 電話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720
※今後、お申し込みの電話につきましては上記専用電話番号におかけ願います。代表番号におかけいただいてもお繋ぎできない場合
がございます。また、申込み集中時にはしばらく時間をおいてからおかけ直しくださいますようお願いいたします。
平成13、14年度の寄付金で展示パネル2台を購入し、利用者の便宜
を図ることとしました。
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費に充てるため、寄附
金を含む外部資金を受け入れております。今後とも、事業の充実、運営
の改善及びサービスの向上に努めてまいりますので、皆様方の暖かい御
篤志を賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。
◎寄附金に対する問い合わせは総務課へ
一定の金額までの寄附金については、法人及び個人の場合ともに
税法の規定により、所得から控除されます。
●主な利用団体（平成15年5月～平成15年7月）
５月
17日
13日
20日～21日
22日～23日
23日
24日
26日
6月
17日～ 8日
12日
14日～15日
20日～22日
21日
26日
30日～7月5日
７月
15日
18日
26日～28日
31日～8月2日
●展示コーナー
●寄付金の活用報告
「ＩＣＴ（情報コミュニケーション技術）活用とメディア」
情報化社会において I C T は重要な権利というべき存在になってきて
います。ICTの活用を通して女性の地位向上を図るための国内外の流れ
を知り、合わせてメディアを読み解く力について知るための資料を一階
エントランスホールに展示中ですので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「ＩＴ革新と女性企業家：ＩＴが創る女性のビジネス、女性が創るＩＴビジネス」
「ＩＴで広がる学びの世界」
「メディア改革ジェンダーの視点から：メディアをもっと女性の手に」ほか
７月
平成15年度初任者研修（小・中学校教員）
平成15年度初任者研修（小学校教員）
蓮田市立蓮田中学校（１年生宿泊研修）
平成15年度全国社会教育主事研究協議会
平成15年度小・中学校長人権教育研修会
全埼玉私立幼稚園連合会西部ブロック新規採用教員研修
埼玉県市町村教育委員会委員長研究協議会
埼玉県人権保育研究会
平成15年度第2回埼玉県市町村教育委員会
事務局職員研究協議会
足立区私立保育園連合会
全国保育団体連絡会
全埼玉私立幼稚園連合会西部ブロック新規
採用教員研修
嵐山町立菅谷小学校（総合的な学習）
第40回地方自治体女性管理監督者研修会
栃木県女性教育指導者研修
韓国・安城男女平等推進教育センター長・
安城女性職業訓練大学長等視察
親子読書地域文庫全国連絡会
全日本特別支援教育研究会
編 集 後 記
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b 7月頃から草原運動場周りの遊歩道に黒くて小さな妖精たちが
現れました。
真黒な羽に青光りする胴体の持主の名は「ハグロトンボ」。胴
体はわずか6～7⁄ほどで、ひらひらと、上下に舞うように飛ぶ
のが特徴です。
「ハグロトンボ」は、主に川辺や用水路などに生息し、近年では
希少な種と言われています。会館では「ハグロトンボ」の生息の
ため一部の個所の草を刈らないようにしています。この個性的な
舞は9月頃まで楽しめそうですので、会館にお越しの際には、御
観賞ください。
